
■MOTTAINAI キッズフリーマーケット開催概要

日時：2017 年 12 月 16 日（土）　※屋内開催の為、雨天決行

時間：< 第一部 >12 時～ 13 時、< 第二部 >15 時～ 16 時

場所：大阪マーチャンダイズ・マートビル（OMM ビル）G ホール

　　　大阪市中央区大手前 1-7-31

対象：出店者は小学 3 ～ 6 年生、お客さんは未就学児～小学 6 年生

主催：NPO 法人キッズフリマ、ECC ジュニア

後援：文部科学省、大阪市教育委員会

子どもが主役のフリーマーケットを開催します

　総合教育・生涯学習機関の株式会社 ECC（本社：大阪市北区、代表取締役社長：山口 勝美）が運営する ECC ジュニア（※

2）と NPO 法人キッズフリマ（所在地：東京都渋谷区、代表：赤池 正行）は、「売るのも」「買うのも」すべて子どもの『キッ

ズフリーマーケット』（以下、キッズフリマ）を開催します。本イベントの開催の目的は、下記の通りです。

【本件に関わる取材などプレス関連は、下記連絡先までお問い合わせ下さい】

株式会社 ECC　総合研究所・マーケティング本部 広告広報部　担当：東出　（受付：月～金 10：00 ～ 19：00）

Tel: 06-6352-0148　Fax:06-6352-0138　E-mail:  kouhou@ecc.co.jp 

（※1）2016 年度 主要 13 事業者における 0 歳～中学生を対象とした幼児・子ども向け英会話教室 生徒数・教室数「語学ビジネス徹底調査レポート 2017」矢野経済研究所

（※2）ECC ジュニアとは株式会社 ECC が提供する、幼児、小学生、中学生の英語・英会話教室サービスの名称です

【報道機関各位】 2017 年 12 月 8 日
Page 1

Press Release

「売るのも」「買うのも」すべて子ども。保護者はエリア外から様子を見守るイベントです

“ 子ども店長 ”と“ 子ども客 ”

幼児・子ども向け英会話教室 [ 生徒数 ] [ 教室数 ]  No.1　のECCジュニアは（※1）

2）リサイクル教育

小さい時からリサイクルに関心を持つことはとても大切な環境教育です。 初めは [ お小遣いが欲しいから ] という気持ちで

キッズフリマに参加した子どもたちも、 きっと最後には [ モノを大切にする ] という気持ちが芽生えていることでしょう。ま

た、自分たちで値段をつけることで [ モノの価値観 ] が養われます。

3）コミュニケーション力の向上

キッズフリマは子どもたちだけのマーケットです。みんな自分の興味ある [ モノ・コト ] に関心が高まります。 周りの大人に

頼らず、自分で感じた興味に対して子どもたちは自主的にコミュニケーションをとるでしょう。

1）金銭教育

キッズフリマでは実際のお金を使い [ モノ ] を買うことで、代金を払うなどお金についての知識を身につけお金の上手な使

い方を学んでもらおうというものです。 

■キッズフリマ開催の目的

×



■株式会社 ECC

ECC は 1962 年創業以来、総合教育・生涯学習機関として様々な教育活動を展開。55 年にわたる実績と信頼を強みに持ち、外国語教

育市場でシェア No.1（※3）の企業です。幼児からシニア世代までそれぞれの目的を実現する独自のカリキュラムや教材を導入し、

確かな成果を生み出しています。語学教育を通じて、時代にあった “真の国際人” としての資質を兼ね備えた人材を育てることを

ECC の使命としています。 (※3）「語学ビジネス徹底調査レポート 2017」矢野経済研究所

【本件に関わる取材などプレス関連は、下記連絡先までお問い合わせ下さい】

株式会社 ECC　総合研究所・マーケティング本部 広告広報部　担当：東出　（受付：月～金 10：00 ～ 19：00）

Tel: 06-6352-0148　Fax:06-6352-0138　E-mail:  kouhou@ecc.co.jp 
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　商品のディスプレイや店番・接客・お会計にいたるまで、買い物に関するすべての流れを子どもたちだけで行い

ます。「物を大切にする」だけではなく、「お金を大切にする」「リサイクルに対する精神」を学ぶことができるイベ

ントです。

　幼児・子ども向け英会話教室 [ 生徒数 ] [ 教室数 ]No.1 の ECC ジュニアが主催するキッズフリーマーケットにて、

子どもたちが楽しみながら主体的に活動している姿や保護者の方々の表情などを、ぜひ取材していただければと思

います。

　急速な変化を遂げつつある国際社会の中では語学力だけでなく、さまざまな知識を深め、「真の国際人」としての

資質を備えることがとても大切となります。ECC が単なる学習のための場に終わることなく、広く世界の人々を、

そして地球全体を見つめながら、実にさまざまな活動を全国の ECC 生や関係者を巻き込んで展開している理由はこ

こにあります。


